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知的ボーダーラインとは

• 英語では

BIF(Borderline Intellectual Functioning) と記される。

• 知能検査によるIQ値が概ね70～84の範囲である。

• つまり、IQは平均以下だが知的障害と診断される水準以上
であることを特徴とする。

(Kiuru,2022)
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• BIFは、DSM-IV-TRまでは、IQが71～84の範囲で
定義されていたが、DSM-5では、IQの境界は分類の
一部ではなくなり、この概念は明確な定義がないまま
になっている。

• BIFは、DSMの一番後ろの「注意または治療の焦点で
ある精神障害に属さない状態のVコード」となってい
る。

• Vコードとは、「臨床上注目すべきその他の状態」と
定義されているが、精神科治療の対象外である。

(Wieland･Zitman,2016)



• DSM-IIIでは、境界性知的機能を持つ人の大多数は、適応
行動に著しい障害はないという主張がなされた。

• DSM-5では、個人の境界性知的機能が臨床的に注目され
る場合、または治療や予後に影響を及ぼす場合に、Vコー
ドを使用することができると述べられているだけである。

• DSMとICDによれば、境界性知的機能障害は障害ではない
。

• 境界性知的機能を持つ子どもは、貧しい養育を受けるとい
う特異なリスクがある。

• 社会の複雑化により、境界性知的機能のある人の多くは適
応機能に問題を抱えている。

• 日常生活が困難で、貧困を経験するリスクが高いにもかか
わらず、社会的支援が限られており、専門的なサービスを
受けることができない。



BIF者は

•話すことや書くことに遅れがある。

•記憶に困難がある。

•行動と結果を結びつけることに困難がある。

•学校時代学習が困難であった。

•衝動的に行動してしまうことがある。

•なぜ自分に課題があるのか理解できない。

•ときに恥ずかしいと感じることがある。

•就労面では、特にストレスの多い仕事やペースの速
い仕事で、仕事を維持するのに苦労する。



American Bar Association
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• Bazelon Centerの報告

• BIFの人は、認知の課題を平常のように見せかけ
てごまかそうとするかもしれないし、いずれにせ
よ、知的障害という診断がなければ公的サービス
を受ける資格がない。

•その結果、BIF者は一般に認知されておらず、就
労などの問題で対応が困難な場面に直面する結果
を生じている。



• BIF者は不安定就労や失業などの生活を送り、常に気を
張って生活しているにも関わらず、社会の他の人々か
らは気づかれていない。

• BIF者、平均以上の知能を持つ人よりも精神衛生上の問
題を発症しやすく、知的障害を持つ人よりも社会生活
を営むことが困難である可能性がある。

•欧米の研究では、薬物誤用や人格障害など、ほとんど
すべての精神疾患の発症リスクが、小児期だけでなく
成人期においても高いことが示されている。

•その結果、就労できない場合は犯罪に手を染めること
が数多く報告されている。



BIFが行動に与える影響

• BIF者は、子どものころは学校でうまくやっていく
ことに苦労し、大人になってからは就労が定着で
きず離職することが多い。

•仕事に集中すること、複雑な指示に従うこと、複
数の仕事を行うこと、主体的に判断力を発揮する
ことが難しい。

•よって、何の配慮もない職場では苦労することが
多い。

• BIF者は、サポートされ、具体的で予測可能な仕事
を与えられると、うまくいく可能性が高くなる。



知的障害者とBIF者の支援制度

知的障害者

• 教育

特別支援学校や特別支援学
級において特別支援教育を受
けることができる。

• 福祉

療育手帳を取得することが
でき、障害者年金の対象者と
なる

• 労働

障害者雇用率に該当するた
め、助成金の対象となる

BIF者

• 教育

通常の小中学校に進学し

授業についていけなくなる

• 福祉

何の支援もなし

• 労働

雇用率に該当しない。

助成金の対象とならない



(Kiuru,2022)
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